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〔編集後記〕

◇『北大時報』（２００９年４月号～２０１０年３月号）には、大学文書館関係記事が２３件掲載さ
れている。第６６５号（２００９年８月）の表紙を飾ったのは、「高尾彰一郵便資料コレクション」
である。
◇『札幌農学校生の学生生活（１）―札幌農学校で世界と出会うとき』と題して、札幌農学校
の１～１８期生（１８７６～１９００年）の学生生活をテーマに、図書館エントランスで、ノート、
教科書、英文手紙、写真などを展示した。附属図書館北方資料室と共催である。
◇大学文書館職員井上高聡は、学生委員会広報誌『えるむ』に「北海道大学 歴史ノート」
を連載中である。「北大の歴史は東京から始まった―開拓使仮学校」（１３０号、２００９年２月）、
「大学祭のはじまり―新たな出発の志」（１３１号、２００９年４月）、「キャンパスが畑になった
時代」（１３２号、２００９年８月）、「トロピカルを日本の食卓に」（１３３号、２００９年１２月）と好調
である。それぞれ、北大の起源と高等教育制度、戦後に大学祭が開催に至る経緯、大学の
空き地は全て畑と化した非日常的戦時下の光景、熱帯・亜熱帯の果実の流通を説く学術調
査結果を、巧みに描出している。
◇大学文書館職員山本美穂子は、広報誌『リテラポプリ』巻頭を飾る「ポプラの手紙」を
連載中である。「『最高の教育は男子に限るものにあらず、女性にも同様の機会を』北大初
代総長 佐藤昌介―（その３）」（第３５号、２００９年１月）、「『文運の曙光は稍々青年の頭脳に
映じ―佐藤昌介、英学を志す』北大初代総長 佐藤昌介―（その４）」（第３７号、２００９年７
月）、「『平和論を懐けるものは大声咤呼して民心に訴えるべし―札幌農学校生の非戦論』
札幌農学校第二十三期生川嶋一郎」（第３８号、２００９年１１月）と、こちらは佐藤昌介の「大
志」と、川嶋一郎のこれも「大志」を、それぞれの言説を踏まえて活写した。北海道大学
史の重要な断面を剔った刮目すべき文章である。
◇「業務記録・業務日誌・利用状況」をご覧じろ。史料調査と整理、新たな史料寄贈受入、
史料展示、電話・メールによる問い合わせ、閲覧者への対応、北海道大学史研究会、全国
大学史資料協議会など各種セミナーへの参加等、昨年度までと同様に北海道大学大学文書
館の今年度の活動は精力的であった。２００９年１～１２月の問い合わせは延べ２１８件、閲覧者
は延べ１３２人であった。史料寄贈者と大学文書館職員の濃密な関係が持続的に発展してい
る。寄贈者と史料展見学者との結びつきを紡いでもいる。
北大の歴史を介して、多くのひとびとが出会う小さな文書館！

（逸見勝亮）
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